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   第 ９ 回  熊本県議会  厚生常任委員会会議記録 

 

令和４年２月22日(火曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時17分休憩 

            午前11時22分開議 

            午前11時52分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件  

 議案第１号 令和３年度熊本県一般会計補

正予算(第17号) 

議案第12号 令和３年度熊本県国民健康保

険事業特別会計補正予算(第１号) 

議案第17号 令和３年度熊本県病院事業会

計補正予算(第２号) 

議案第18号 専決処分の報告及び承認につ

いてのうち 

議案第36号 専決処分の報告及び承認につ

いて 

議案第79号 令和３年度熊本県一般会計補

正予算(第18号) 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 橋 口 海 平 

        副委員長 髙 島 和 男 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 池 田 和 貴 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 内 野 幸 喜 

        委  員 池 永 幸 生 

        委  員 城 戸   淳 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

健康福祉部 

部 長 早 田 章 子 

   総括審議員 

兼政策審議監 沼 川 敦 彦 

医 監 池 田 洋一郎 

長寿社会局長 下 山   薫 

子ども・ 

障がい福祉局長 木 山 晋 介 

健康局長 三 牧 芳 浩 

健康福祉政策課長 椎 場 泰 三 

首席審議員 

兼健康危機管理課長 上 野 一 宏 

高齢者支援課長 篠 田   誠 

認知症対策・         

地域ケア推進課長 本 田 敦 美 

社会福祉課長 永 野   茂 

子ども未来課長 坂 本 弘 道 

子ども家庭福祉課長 米 澤 祐 介 

障がい者支援課長 下 村 正 宣 

医療政策課長 阿 南 周 造 

  国保・高齢者医療課長 池 永 淳 一 

健康づくり推進課長 岡   順 子 

薬務衛生課長 樋 口 義 則 

病院局 

病院事業管理者 渡 辺 克 淑 

総務経営課長 杉 本 良 一 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 前 原 真由美 

   政務調査課課長補佐 松 本 浩 明 

――――――――――――――― 

午前９時59分開議 

○橋口海平委員長 おはようございます。 

ただいまから第９回厚生常任委員会を開催

いたします。 

本日の委員会に３名の傍聴の申出がありま

したので、これを認めることといたしまし

た。 

本日は、新型コロナウイルス感染症対策と
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して、３密を防ぐため、次第に記載のとお

り、執行部を２つのグループに分けて、それ

ぞれのグループごとに執行部の説明及び質疑

を行い、全ての質疑応答が終了した後に、一

括して採決を行うこととしております。 

また、本日の委員会はインターネットで中

継しておりますので、委員並びに執行部にお

かれましては、発言内容が聞き取りやすいよ

うに、マイクに向かって明瞭に発言いただき

ますようお願いいたします。 

それでは、本委員会に付託された議案を議

題とし、これについて審査を行います。 

初めに、健康福祉部長から総括説明をお願

いします。 

早田健康福祉部長。 

 

○早田健康福祉部長 議案の説明に先立ちま

して、新型コロナウイルス感染症への対応に

ついて御説明申し上げます。 

オミクロン株による第６波では、県内で

も、年明け以降、急激に感染が拡大し、１日

の新規感染者数が1,000人を超える日もある

など、爆発的な感染拡大となっています。 

このため、１月21日から、本県にとって３

度目となるまん延防止等重点措置が適用され

ました。当初、期間は２月13日までとされて

いましたが、厳しい感染状況が続いたことか

ら、３月６日まで延長されています。 

今回の第６波は、県下一円で子供から高齢

者まで感染が拡大したため、県全域を重点措

置区域とし、飲食店に対する営業時間短縮要

請等を実施するとともに、保育所や学校等に

も可能な限りの対策強化をお願いしていま

す。 

また、高齢者施設での感染拡大が課題とな

っていることから、看護師等による人的支援

のほか、クラスター対応の経験を踏まえた研

修の実施、協力医療機関等との連携体制を再

確認する通知の発出など、あらゆる支援や対

策を講じています。 

県では、この間も、医療提供体制の強化を

進め、感染者受入れ病床を825床へ、宿泊療

養施設を1,335室へと拡充しました。 

さらに、昨年12月に開始したワクチンの３

回目接種については、ペースを加速化するた

め、今月14日に県民広域接種センターを再開

するなど、希望される方が一日でも早く３回

目接種ができるよう、市町村と連携して体制

を強化しています。 

これらの対策の効果により、新規感染者数

は減少が見られるものの、現在も、連日第５

波を上回る状況が続いています。また、病床

使用率も高い水準にあり、医療提供体制も逼

迫しております。第６波の感染収束に向け、

引き続き、気を緩めることなく、医療機関や

市町村、関係機関等と連携して、全力で取り

組んでまいります。 

続きまして、本議会に提出しております健

康福祉部関係の議案の概要について御説明申

し上げます。 

今回提出しておりますのは、予算関係４議

案、条例等関係１議案でございます。 

まず、予算関係につきましては、議案第１

号、令和３年度熊本県一般会計補正予算で

は、新型コロナウイルス感染症対策として、

入院患者受入れのための病床確保に要する経

費など総額62億5,000万円余の増額をお願い

しております。 

また、議案第12号、令和３年度熊本県国民

健康保険事業特別会計補正予算では、令和２

年度国庫負担金等の額の確定に伴う返納金な

ど88億9,000万円余の増額をお願いしており

ます。 

次に、議案第18号、専決処分の報告及び承

認については、緊急小口資金等の特例貸付け

を実施する県社会福祉協議会の貸付原資に対

する助成に要する経費など46億9,000万円余

を増額する専決処分を行っており、今回その

承認をお願いするものです。  

また、議案第79号、令和３年度熊本県一般
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会計補正予算では、新型コロナウイルス感染

症対策として、感染者等が発生した介護サー

ビス事業所等へのかかり増し経費に対する助

成に要する経費など５億5,000万円余の増額

を追加でお願いしております。 

次に、条例等関係の議案第36号、専決処分

の報告及び承認については、建物明渡等請求

事件に係る控訴について専決処分を行ってお

り、今回その承認をお願いするものです。 

以上が今回提案しております議案の概要で

す。詳細につきましては、関係各課長が説明

いたしますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

○橋口海平委員長 引き続き、前半グループ

の健康福祉部８課の議案について、執行部か

ら説明をお願いします。 

なお、説明は、効率よく進めるために、着

座のまま簡潔に行ってください。 

それでは、議案第１号から説明をお願いし

ます。 

 

○椎場健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

令和３年度２月補正予算関係について御説

明を申し上げます。 

厚生常任委員会説明資料の２ページをお開

きください。主なものを御説明いたします。 

まず、社会福祉総務費でございます。 

９億9,994万円余の減額をお願いしており

ます。 

右側の説明欄を御覧ください。 

１の職員給与費は、当初予算編成時には、

昨年の１月１日時点での職員数や給与額に基

づいて計上しておりますことから、令和３年

４月１日以降の人事異動や組織改編等に伴う

補正をお願いするものでございます。 

健康福祉部各課の説明欄に職員給と記載し

ているものにつきましては、同様の趣旨でご

ざいますので、各所属からの説明は省略をさ

せていただきます。 

次に、２の地域福祉振興費は、主に事業実

績の見込みを踏まえた減額となっておりま

す。 

３の社会福祉諸費の(3)市町村派遣職員負

担金は、派遣協定に基づきまして、今年度新

たに宇城市から派遣された職員の人件費等

で、支給実績を踏まえ、397万円余を計上し

ております。 

次に、(4)の地域支え合いセンター運営支

援事業につきましては、各市町村センターに

おける支援対象世帯数の増減等によりまし

て、6,769万円余を減額いたしております。 

３ページをお願いします。 

(5)都道府県派遣職員負担金、健康福祉政

策課分につきましては、今年度は他県からの

派遣職員がおりませんでしたので、4,300万

円を減額いたしております。 

次に、(6)の住まいの再建支援事業につき

ましては、住まいの再建に向けた６つの支援

策のうち、県が直接実施している自宅再建の

利子助成等の３つの支援策分につきまして、

今年度中の申請見込額を踏まえまして、９億

9,467万円を減額いたしております。 

なお、来年度当初予算として、改めて必要

額を要求させていただいております。 

次に、４の国庫支出金返納金につきまして

は、昨年度の地域支え合いセンター運営支援

事業等の実績額が確定したことに伴います減

額でございます。 

次に、４ページをお開きください。 

中段、２段目になりますけれども、災害救

助費でございます。 

災害救助費で3,655万円余の減額をお願い

しております。 

右側の説明欄を御覧ください。 

２の災害救助対策費の(1)災害救助事業で

ございますけれども、仮設住宅関連経費の所

要見込額の減によるものでございまして、20

億466万円余を減額いたしております。 
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次に、５ページをお願いいたします。 

３の国庫支出金返納金でございます。 

こちらにつきましては、昨年度、令和２年

度の災害救助費の国庫負担金の実績額の確定

に伴います返納金でございます。 

次に、中段になりますけれども、公衆衛生

総務費でございます。 

こちらにつきましては、主に事業実績の見

込額を踏まえました減額となっております。 

次に、６ページをお願いいたします。 

３段目になりますけれども、元金のところ

でございます。 

右側の説明欄を御覧ください。 

１、災害援護資金国庫貸付金元金ですが、

これは、令和２年７月豪雨及び平成28年の熊

本地震の際に被災者に貸付けをいたしました

災害援護資金につきまして、市町村から繰上

償還が行われたことによりまして、国庫貸付

金の償還金の増額を行うものでございます。 

以上が健康福祉政策課の補正予算でござい

ます。 

補正予算の計としましては、最下段にあり

ますとおり、総額で10億3,626万円余の減額

をお願いしております。 

続きまして、７ページを御覧ください。 

繰越明許費でございます。 

衛生費につきまして、保健環境科学研究所

の新型コロナウイルス感染症対策に係るトイ

レ改修工事が年度内に事業が完了しないこと

が見込まれるために、797万円余の設定をお

願いするものでございます。 

次に、下の段になりますけれども、民生費

でございます。 

県総合福祉センターの新型コロナウイルス

感染症対策に係るトイレ改修工事ほか２事業

につきまして、年度内に事業が完了しないこ

とが見込まれますことから、3,512万円余の

設定をお願いするものでございます。 

次の８ページをお願いします。 

債務負担行為の設定でございます。 

保健・医療・福祉関係業務につきまして

は、昨年の11月議会で本年の１月以降に準備

が必要な業務に関しまして債務負担行為の設

定をお願いしているところでございますけれ

ども、今回、部内各課の委託業務のうち、４

月から業務を開始するものにつきまして、３

月中に契約手続を進める必要があることか

ら、追加で債務負担行為の設定をお願いする

ものでございます。 

今回、地域支え合いセンター支援事務所運

営事業、新型コロナウイルス感染症に係る療

養支援センターの運営費、コールセンター事

業の業務委託など70業務分につきまして、37

億7,960万円余を増額いたしまして、47億

3,252万円の設定をお願いしております。 

説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いします。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

説明資料の９ページをお願いいたします。

主な項目について御説明いたします。 

まず、上段の公衆衛生総務費でございます

が、８億5,657万円の増額補正をお願いして

おります。 

主な内容といたしまして、説明欄２の肝炎

対策費でございますが、医療費等の所要見込

額の減に伴うものでございます。 

また、説明欄３の国庫支出金返納金につき

ましては、令和２年度分の国庫負担金等の確

定に伴う精算返納金でございます。 

次に、下の段の予防費でございますが、９

億2,755万円の減額補正をお願いしておりま

す。 

説明欄１の感染症予防費でございますが、

主な内容といたしまして、(1)の感染症予防

事業費は、令和２年７月豪雨に伴い、市町村

が被災した住宅等の消毒に要した経費に対し

て助成するものでございます。 

これは、激甚災害の指定によりまして、市
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町村負担分が国庫の補助対象となったもので

ございます。 

(2)の新型コロナウイルス感染症保健所機

能強化事業は、受診案内センターの委託に係

る所要見込額の減でございます。 

説明資料10ページを御覧ください。 

(3)の新型コロナウイルス感染症医療・検

査等体制整備事業は、地域外来検査センター

従事者等に係る保険料の負担金等の所要見込

額の減に伴うものでございます。 

続きまして、(4)の新型コロナワクチン接

種体制支援事業でございますが、時間外、休

日のワクチン接種会場への医療従事者派遣事

業の所要見込額の減に伴うものでございま

す。 

２の予防接種対策費でございますが、新型

コロナワクチン大規模接種会場設置運営事業

における財源更正でございます。 

説明資料の11ページを御覧ください。 

環境整備費でございますが、1,017万円余

の減額補正をお願いしております。 

説明欄１の動物愛護推進費でございます

が、新動物愛護センターの設計委託等に係る

所要見込額の減及び財源更正に伴うものでご

ざいます。 

以上、健康危機管理課の２月補正予算とい

たしまして、9,048万円余の減額補正をお願

いしております。 

続きまして、説明資料12ページを御覧くだ

さい。 

繰越明許費の変更でございます。 

54億4,892万円の設定をさせていただいて

おります。 

こちらは、国の経済対策に対応するための

経費――無料ＰＣＲ検査に伴うものでござい

ます。及び新型コロナワクチン個別接種促進

事業につきまして、年度内の支出が完了しな

いと見込まれるものにつきまして繰り越すも

のでございます。 

健康危機管理課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

次の13ページをお願いいたします。 

主なものを説明させていただきます。 

まず、このページの一番下でございます

が、３番の高齢者福祉対策費の(1)施設開設

準備経費助成特別対策事業は、施設整備をす

る際の備品等の整備経費ですが、施設整備が

当初の想定を下回ったため、開設に係る経費

を減額するものでございます。 

次に、14ページをお願いいたします。 

一番上の(2)高齢者施設等におけるクラス

ター発生防止対策事業は、今年度５月の専決

予算でございまして、６月議会の本委員会で

報告をさせていただいたものですが、内容と

しましては、高齢者施設等でのＰＣＲ検査を

集中的に実施する経費で、予算額が５億

8,000万円余だったんですけれども、当初の

想定を下回ったため、減額をするものでござ

います。 

続きまして、このページの一番下になりま

すが、１番の老人福祉施設整備費の(1)介護

基盤緊急整備等事業は、当初要望のあってい

た市町村からの取下げや施設整備の先送りな

どから減額をするものでございます。 

続きまして、次の15ページになりますけれ

ども、真ん中ほどの(3)介護施設等の家族面

会室の整備支援事業でございますが、これは

国の経済対策でございまして、新型コロナ対

策として面会室を整備する施設への補助事業

でございます。 

その下の(4)老人福祉施設整備等事業で非

常用自家発電の整備事業ですが、これも国の

経済対策分でございまして、非常用自家発電

等を整備する施設への補助事業でございま

す。 

次の16ページをお願いいたします。 

(5)の老人福祉施設整備等事業の水害対策
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強化事業ですが、これも国の経済対策分でご

ざいまして、避難確保スペースの整備や垂直

避難用エレベーターの整備をする施設への補

助事業でございます。 

以上が高齢者支援課の２月補正予算でござ

いまして、合計しますと、補正額（Ｂ）の欄

の一番下ですけれども、４億2,600万円余の

減額補正をお願いしているものでございま

す。 

次の17ページでございますが、こちらは繰

越しの関係となっております。 

追加の設定金額といたしまして、８億

2,300万円余を計上しておりますが、事業の

内容といたしましては、一番上の老人福祉施

設整備等事業は施設整備に係るものでして、

そのほかに、新型コロナウイルス対策関係や

国の経済対策に合わせて実施する事業でござ

いまして、執行が次年度にずれ込むことが見

込まれますことから、繰越しを設定させてい

ただくものでございます。 

高齢者支援課は以上です。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○本田認知症対策・地域ケア推進課長 認知

症対策・地域ケア推進課でございます。 

説明資料19ページをお願いいたします。 

老人福祉費で5,193万円余の増額補正をお

願いしております。 

説明欄の２、高齢者福祉対策費について、

主な事業を御説明いたします。 

(1)認知症診療・相談体制強化事業、(2)在

宅医療サポートセンター事業、(3)地域包括

ケアシステム構築加速化事業につきまして

は、いずれも、新型コロナ感染症の影響によ

りまして、予定しておりました事業を中止し

たことによる減額補正及び財源更正でござい

ます。 

ページをおめくりいただきまして、20ペー

ジ、(4)「通いの場」における介護予防活動

促進事業につきましては、新型コロナ対応と

いたしまして、324万円余の増額をお願いし

ております。 

これは、高齢者の皆様が公民館等に集まっ

て健康体操などを行う、いわゆる通いの場に

関します情報を県庁のホームページを活用し

て情報発信をする経費でございます。 

説明欄の３、国庫支出金返納金について御

説明いたします。 

老人福祉事業費等国庫支出金精算返納金で

ございますが、令和２年度に実施いたしまし

た国庫補助事業の額の確定に伴う返納金でご

ざいます。 

次に、４、介護保険対策費について、主な

事業を御説明いたします。 

(1)ケアマネジメント活動推進事業につき

ましては、新型コロナ感染症の影響により、

一部の研修会を中止したことによる減額補正

及び財源更正でございます。 

(2)介護給付費県負担金交付事業、(3)地域

支援事業交付金交付事業、(4)第１号保険料

県負担金交付事業につきましては、市町村に

対する法定の負担金、交付金等で、いずれも

市町村の所要見込額の減に伴うものでござい

ます。 

(5)高齢者を支える地域活動支援事業は、

所要見込額の減に伴う減額補正及び財源更正

でございます。 

次に、５、介護保険財政安定化基金積立金

でございますが、これは、市町村貸付金が当

初見込みより減額となり、その償還金も減と

なったことから、減額補正するものでござい

ます。 

次に、公衆衛生総務費の保健医療推進対策

費について御説明いたします。 

在宅医療連携推進事業でございますが、新

型コロナ感染症の影響により、一部の会議を

開催できなかったことによる減額補正及び財

源更正でございます。 

以上、認知症対策・地域ケア推進課の２月

補正予算といたしまして、総計4,953万円余
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の増額をお願いしております。 

続きまして、22ページをお願いいたしま

す。 

繰越明許費の変更ですが、民生費で1,824

万円余の追加設定をお願いするものでござい

ます。 

上段の「通いの場」における介護予防活動

促進事業として実施している高齢者の運動機

能の測定につきまして、現在の感染拡大の状

況下では通いの場が休止のところも多く、実

施するには若干の延長が必要なことから、追

加でお願いするものでございます。 

下段につきましては、国の経済対策に伴う

事業のため、年度内の完了が困難であること

からお願いするものでございます。 

認知症対策・地域ケア推進課の説明は以上

でございます。御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

説明資料の23ページをお願いいたします。

主なものを説明いたします。 

まず、社会福祉総務費でございますが、11

億9,873万円の減額補正をお願いしておりま

す。 

説明欄の２、民生委員費につきましては、

委員手当等に係る所要見込額の減によるもの

でございます。 

３の(2)生活福祉資金貸付事業につきまし

ては、緊急小口資金等の特例貸付けの原資に

ついて減額を行うものです。 

後ほど本年１月21日付の専決処分の報告を

させていただきますが、国の経済対策とし

て、新たに41億600万円余を予算措置させて

いただいたことに伴い、従来の予算措置のう

ち、交付をされなかった分を減額するもので

ございます。 

資料の24ページをお願いいたします。 

下段の生活保護総務費でございますが、説

明欄１の生活保護世帯からの進学応援資金貸

付事業につきましては、貸付件数の減に伴

い、減額を行うものです。 

資料25ページをお願いいたします。 

下段の扶助費でございますが、生活保護扶

助費として、9,495万円余の増額補正をお願

いしております。 

生活保護受給世帯が、僅かながらでござい

ますが、増えていることや医療扶助の増加等

により扶助費が不足するため、増額をお願い

するものでございます。 

続きまして、資料の26ページをお願いいた

します。 

繰越明許費について、328万円余の追加設

定をお願いするものです。 

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付

金は、後ほど本年１月21日付の専決処分の報

告をさせていただきますが、経済対策とし

て、市町村を実施主体に、住民税非課税世帯

等に対して１世帯当たり10万円が給付される

ものです。 

県の役割として、市町村の支給事務等がス

ムーズに進むよう支援を行うものですが、全

市町村の給付事務が１月下旬以降に順次開始

されており、来年度で完了する市町村も想定

されることから、繰越しの設定をお願いする

ものです。 

社会福祉課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○坂本子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

資料27ページをお願いいたします。主な項

目御説明いたします。 

まず、児童福祉総務費で１億6,639万円余

の増額補正をお願いしております。 

説明欄お願いいたします。 

主なものとして、減額ですが、(2)が放課

後児童クラブ関係の運営費、(3)が同様に施

設整備費への補助でございまして、ともに市
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町村における所要見込額の減によるものでご

ざいます。 

おめくりをいただきまして、28ページをお

願いいたします。 

(8)減額でございますが、内閣府の補助事

業である市町村向けの結婚支援事業の所要見

込額の減、それから(11)については、今般の

国の経済対策分で、放課後児童クラブのＩＣ

Ｔ整備についての補助金の増額補正でござい

ます。 

29ページをお願いいたします。 

(12)が同じく国の経済対策分で、放課後児

童クラブの新型コロナ対策に要する経費への

補助金の増額でございます。 

次に、２、国庫支出金返納金につきまして

は、令和２年度の国庫支出金確定に伴う返還

で、新型コロナ関係を中心に返納を行うもの

でございます。 

それから、３の(2)安心こども基金(経済対

策分)は、４月から保険適用が予定をされて

おります特定不妊治療につきまして、現行の

国の助成制度の経過措置に要する経費の財源

として、国からの交付金を一旦県の基金に積

み立てるものでございます。 

おめくりをいただきまして、30ページをお

願いいたします。 

児童措置費13億3,119万円余の減額補正で

ございます。 

説明欄記載のとおり、子どものための教

育・保育給付費、いわゆる保育所、認定こど

も園等に対する給付費の県負担分でございま

して、市町村の所要見込額の減でございま

す。 

次に、児童福祉施設費で9,947万円余の減

額補正でございます。 

１の(1)特別保育総合推進事業、(2)病児・

病後児保育総合推進事業、いずれも市町村が

実施する事業についての所要見込額の減でご

ざいます。 

それから、31ページをお願いいたします。 

公衆衛生総務費で１億3,530万円余の減額

補正でございます。 

１の(1)女性のケア事業につきましては、

妊婦さん向けのＰＣＲ検査助成費などの所要

見込額の減によるものでございます。 

次に、私学振興費で３億2,442万円余の減

額補正でございます。 

主なものとしては、(3)認定こども園施設

整備事業の所要見込額の減であり、具体的に

は、市町村において予定していた事業を次年

度以降に延期したことなどによるものでござ

います。 

おめくりいただきまして、32ページをお願

いいたします。 

説明欄、いずれも幼稚園関係の補助金の所

要見込み減額によるものでございます。 

子ども未来課合計で17億2,139万8,000円の

減額補正となっております。 

下のページ、33ページ、繰越明許費の補正

になります。 

備考欄にございます３つの事業につきまし

て、年度内の執行が困難である見込みである

ことから、１億9,092万円余の追加設定をお

願いするものでございます。 

子ども未来課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○米澤子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

説明資料の34ページをお願いいたします。

主なものを御説明させていただきます。 

まず、児童福祉総務費についてでございま

すけれども、１億4,099万円余の増額をお願

いするものでございます。 

内訳といたしましては、説明欄の２に記載

がございます、こんにちは赤ちゃん事業費等

補助事業、社会的養護自立支援事業について

は、所要額の見込み減により2,293万円余の

減額を行う一方で、３に記載あります国庫支

出金返納金につきましては、令和２年度の国
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庫補助金の額が確定したことに伴う返納金と

いたしまして、１億7,255万円余の増額をお

願いしております。 

次に、児童措置費について、１億6,945万

円余の増額をお願いしております。 

これは、説明欄１(1)の児童扶助費の見込

額の増や、35ページに移りまして、(2)に記

載があります年末に閣議決定されました国の

経済対策に基づき、養護施設の職員の賃金に

ついて、月額9,000円程度の処遇改善を行う

事業によるものでございます。 

続いて、下段の母子福祉費については、１

億3,567万円余の減額をお願いするものでご

ざいます。 

これは、説明欄２の児童扶養手当の所要額

見込み減に伴うものでございます。 

１枚めくっていただきまして、36ページを

お願いいたします。 

続いて、児童福祉施設費についてでござい

ますけれども、２億6,019万円余の増額をお

願いしております。 

主な内訳といたしましては、右の説明欄の

１、児童福祉施設運営指導費といたしまし

て、養護施設等における感染対策に要する経

費の助成を行うものでございます。 

少し飛びまして、37ページを御覧くださ

い。 

その他の主なものといたしまして、説明欄

の５、民間施設運営費補助の(2)にございま

すとおり、児童相談所等のＩＣＴ化等推進に

要する経費といたしまして、507万円の増額

をお願いしております。 

子ども家庭福祉課といたしまして、（Ｂ）

欄に記載がございますとおり、合計で４億

3,496万円余の増額をお願いさせていただい

ております。 

38ページをお願いいたします。 

繰越明許費についてでございます。 

民生費といたしまして、３億2,596万円余

の追加設定をお願いするものでございます。

 備考欄に記載がございます清水が丘学園整

備事業につきましては、計画の変更等によ

り、一部、年内に事業が完了しないことが見

込まれるもので、残りの３つの事業につきま

しては、先ほど御説明した国の補正予算に伴

う事業でございまして、こちら、本年度の執

行が困難であるため、全額を繰り越させてい

ただくものでございます。 

39ページを御覧ください。 

続きまして、債務負担行為の設定について

でございます。 

記載がございますこの２つの事業につきま

しては、令和２年度に債務負担行為の設定を

行わせていただいたものでございますけれど

も、事業費の増加等に伴い、記載されている

限度額の範囲で追加をお願いさせていただく

ものでございます。 

子ども家庭福祉課の説明は以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○下村障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

資料の40ページをお願いいたします。 

２月補正予算につきまして、主なものを御

説明いたします。 

まず、障害者福祉費で10億2,000万円余の

減額をお願いしております。 

主なものとしましては、説明欄１の(3)障

害福祉サービス費等負担事業についてです

が、障害者のサービス事業に係る県の負担金

でして、所要見込額の減により、14億3,900

万円余の減額を行うものでございます。 

一番下の(3)重度訪問介護等の利用促進に

係る市町村支援事業は、訪問系サービスにお

いて国の基準額を超える分を市町村へ補塡す

るものでして、所要見込額の増に伴い、

3,900万円余の増額をお願いしております。 

次のページをお願いいたします。 

一番下の(8)障害福祉分野のＩＣＴ・ロボ
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ット等導入支援事業（Ｒ３経済対策分）は、

障害者支援施設等におけるＩＣＴやロボット

等の導入に要する経費について助成するもの

でして、1,500万円余をお願いしておりま

す。 

次のページをお願いいたします。 

３の障がい者福祉施設整備費ですが、令和

３年度分につきましては、国庫補助の内示減

に伴いまして、１億3,400万円余の減額をお

願いしておりますが、経済対策分としまして

３億9,900万円余の、コロナ対策分としまし

て１億5,100万円余の増額をお願いしており

ます。 

次のページをお願いいたします。 

４の国庫支出金返納金ですが、(1)から次

のページの(6)まで、計２億2,700万円余の増

額を行うもので、令和２年度国庫負担金等の

額の確定に伴い、返納金が生じたものでござ

います。 

次の44ページをお願いいたします。 

５の重度心身障がい者医療費は、重度心身

障がい者医療費助成事業を行う市町村に対す

る助成でして、所要見込額の減により、１億

5,300万円余の減額を行うものでございま

す。 

次に、児童措置費で３億4,000万円余の減

額をお願いしております。 

主なものですが、説明欄１の障害児施設給

付費等支給・障害児施設措置事業は、障害児

のサービスの利用に係る県の負担金でして、

所要見込額の減により、３億6,100万円余の

減額をお願いしております。 

次のページをお願いいたします。 

中段の児童福祉施設費で1,100万円余の減

額をお願いしております。 

主なものは、説明欄１の(2)こども総合療

育センター管理運営費で、所要見込額の減に

より、1,800万円余の減額をお願いするもの

でございます。 

次に、１ページ飛びまして、47ページをお

願いいたします。 

47ページ中段の民生施設補助災害復旧費で

400万円余の増額をお願いしております。 

これは、令和２年７月の豪雨災害に伴う障

がい者福祉施設の災害復旧費において、資材

高騰等による経費の増が12月の災害査定で認

められたことによるものでございます。 

以上、障がい者支援課の２月補正予算とし

まして、合計で13億5,000万円余の減額をお

願いしております。 

次のページをお願いいたします。 

明許繰越費についてです。 

衛生費につきましては、精神保健福祉セン

ターにおける感染対策のためのトイレ改修事

業において、年度内の完了が見込めないた

め、170万円余の追加設定をお願いするもの

です。 

次のページをお願いいたします。 

民生費につきましては、こちらも年度内に

完了が見込めない感染対策のためのトイレ改

修工事に係る分や経済対策事業分などについ

て、社会福祉費で６億5,300万円余の、児童

福祉費のこども総合療育センター分で1,700

万円余の追加設定をお願いするものでござい

ます。 

障がい者支援課の説明は以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○橋口海平委員長 次に、議案第18号の説明

をお願いします。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

説明資料の74ページをお願いいたします。 

令和３年度専決処分の御報告でございま

す。 

予防費でございますが、４億277万円余を

専決処分させていただいております。 

主な内容といたしまして、説明欄１の新型
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コロナウイルス感染症保健所機能強化事業で

ございますが、自宅療養者の健康観察と保健

所が行う感染症対策に要する経費でございま

して、主に療養支援センターの人員の増に要

する経費でございます。 

次に、説明欄２の新型コロナワクチン大規

模接種会場設置運営事業につきましては、県

民広域接種センターの設置、運営に要する経

費でございます。 

最後に、説明資料75ページをお願いいたし

ます。 

債務負担行為の変更でございます。 

保健・医療・福祉関係業務でございます

が、先ほど御説明いたしました県民広域接種

センターを令和４年度も引き続き設置する必

要があることから、９億1,203万円余の限度

額の増額をしたものでございます。 

健康危機管理課分は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

次の76ページをお願いいたします。 

専決予算の関係でございます。 

老人福祉費で１億8,400万円を計上してお

りますが、右側の説明欄でございますが、高

齢者施設等におけるクラスター発生防止対策

事業でして、内容としましては、第６波の感

染拡大に伴いまして、高齢者施設等の従事者

を対象に抗原定性検査の実施をするための経

費でございます。週１回程度を目安に、現在

集中的な検査を行っているところでございま

す。 

高齢者支援課は以上です。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

77ページをお願いいたします。 

専決処分の承認をお願いするものでござい

ます。 

まず、上段の社会福祉総務費として専決処

分を行った41億659万円余の承認をお願いす

るものです。 

説明欄でございますが、生活資金貸付事業

は、緊急小口資金等の特例貸付けを実施する

熊本県社会福祉協議会の貸付原資について、

全額国庫補助により助成を行うものです。 

今回の助成は、国の経済対策として、緊急

小口資金等の申請受付期間が昨年11月末から

本年３月末まで延長されたこと等を受け、事

業の実施に必要となる貸付原資を助成するも

のでございます。 

なお、今回の助成により、事業を開始した

令和元年度末からの合計で189億5,000万円余

の貸付原資を助成することとなります。 

次に、下段の生活保護総務費として専決処

分を行った328万円余の承認をお願いするも

のでございます。 

説明欄でございますが、住民税非課税世帯

等に対する臨時特別給付金は、経済対策とし

て、市町村を実施主体に、住民税非課税世帯

等に対して１世帯当たり10万円が給付される

ものです。県の役割として、市町村の支給事

務等がスムーズに進むよう支援するため、市

町村から国への補助金申請等の取りまとめの

事務や該当世帯において申請漏れがないよう

新聞広報等による周知を行うもので、事業の

実施に必要となる経費でございます。 

説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 次に、議案第36号の説明

をお願いします。 

 

○椎場健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

議案第36号、専決処分の報告及び承認につ

いて御説明を申し上げます。 

説明資料の83ページをお願いいたします。 
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本件は、熊本県を被告とします建物明渡等

請求事件につきまして、昨年の12月21日に熊

本地方裁判所から県敗訴の判決の言渡しがあ

りました。本年１月４日が控訴期限でありま

したので、地方自治法の規定に基づき専決処

分をした事件について、報告及び承認をお願

いするものでございます。 

事件の概要等につきましては、84ページで

御説明をしたいと思います。 

84ページをお願いします。 

まず、１の事件の概要でございます。 

本件は、熊本地震における借り上げ型応急

仮設住宅の貸主が、借主の熊本県と入居者を

相手に、土地、建物の明渡しと入居者が破損

した建物の修理費用等の請求をしたものでご

ざいます。 

なお、入居者は、第１回期日に出頭せず、

答弁書等も提出しなかったため、敗訴が確定

しております。 

県に対する請求の内容でございますけれど

も、そちらに、(1)、(2)の記載のとおりでご

ざいます。 

これに対する熊本地方裁判所の判決内容で

ございますが、被告熊本県は、原告に約205

万円の賃料相当額を支払えというものでござ

います。 

本件につきましては、今後の災害救助の対

応に影響を及ぼすと判断いたしまして、控訴

をいたしました。 

説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いします。 

 

○橋口海平委員長 最後に、議案第79号の説

明をお願いします。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

79ページをお願いいたします。 

追加の補正予算でございまして、老人福祉

費で２億6,400万円余をお願いしておりま

す。 

右側の説明欄でございますけれども、介護

サービス事業所等におけるサービス継続支援

事業でございまして、中身といたしまして

は、新型コロナウイルスの感染者が出ました

施設、事業所へのかかり増し経費への助成で

ございます。 

第６波におきましては、介護施設、事業所

での感染確認が急激に増えたものでございま

すから、今回のタイミングで増額をし、対応

してまいりたいと考えております。 

次の80ページでございますが、これは、こ

のかかり増し経費についての繰越設定でござ

いまして、繰越しを設定し、年度をまたいで

も対応してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

高齢者支援課は以上です。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○坂本子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

下のページ、81ページをお願いいたしま

す。 

２月補正別冊で１事業、増額補正をお願い

しております。 

説明欄をお願いいたします。 

子育て支援強化事業費補助金で3,040万円

の増額補正でございます。 

これは、今般のオミクロン株の影響により

まして保育所等の休園が相次いでいることか

ら、市町村において、例えば公立の施設であ

ったり、公民館などを活用して代替保育を実

施する場合に、国、県それぞれ３分の１の助

成を行うというものでございます。 

なお、利用料は徴収しないこととされてお

ります。 

子ども未来課、以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 以上で前半グループの説
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明が終わりましたので、付託議案等について

質疑を受けたいと思います。 

質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いします。 

また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

なお、本日は、先議の委員会でもあります

ので、付託議案を中心に、できるだけ簡潔に

質疑応答をいただきますようよろしくお願い

いたします。 

質疑はございませんか。 

 

○藤川隆夫委員 25ページの社会福祉課の扶

助費の件で、先ほど生活保護世帯が増えてき

ていると。恐らくこれは、コロナによって様

々ないろんな問題が今出てきておりますん

で、そういう意味において、就労並びに雇用

の状況が悪くなったための生活保護世帯の増

加というふうに考えておりますけれども、ま

ず、どの程度増えてるのかっていうのを教え

ていただければと思います。 

 

○永野社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

先ほど申しましたように、僅かながらちょ

っと増えているということでございますけれ

ども、直近で言いますと、令和２年の12月と

令和３年の12月を比べてみますと、県全体で

ございますけれども、１万9,514から１万

9,542ということで、0.14％程度の増加とい

うことになっております。 

以上でございます。 

 

○藤川隆夫委員 増え方としては、現時点で

は若干っていうふうな話、少しですよね。た

だ、今後、今の経済状況を踏まえれば、さら

に増えてくる可能性があるというふうに思っ

ていますけれども、現在どのようなふうにそ

このところは捉えているのか、教えていただ

ければと思います。 

 

○永野社会福祉課長 生活保護の状況につき

ましては、毎月、福祉事務所のほうに確認を

しておりますけれども、その中で、申請とか

相談とか確認をしております。ただ、その中

で、コロナウイルスの影響でということで限

れば、非常に割合的には少ないような状況に

なっております。ただ、御意見ありましたよ

うに、状況の確認については、日頃から今後

もしっかり確認をしていきたいと思っており

ます。 

 

○藤川隆夫委員 全体的に見て、今の経済状

況、今極めて悪い部分もありますんで、そう

いう意味においては、生活保護世帯増えてく

るのかなというふうに思っておりましたけれ

ども、それほどでも今の話だとないようなん

で、さらに細かく見ながら対応していってい

ただければと思いますんで、よろしくお願い

いたします。 

 

○永野社会福祉課長 ありがとうございま

す。 

 

○橋口海平委員長 ほかにありませんか。 

 

○池田和貴委員 これは、12ページの健康危

機管理課さんの分と、あと、ちょっと関係が

あるんじゃないかと思うので、76ページ、高

齢者支援課の分なんですけれども、これ、ど

ちらも検査に関係する予算なんですよね。繰

越明許費の補正で検査体制の整備事業という

ことで予算が増えておりますし、あと、高齢

者支援課さんのやつも、高齢者施設等の利用

者に対する集中的検査に係る経費ということ

で、抗原定性検査をやるということで予算が

計上されているところなんですが、多分、聞

くのはもしかしたら薬務衛生課なのかなと思

っているんですけれども、こうやって検査、

これだけ感染者が増えてきているので、検査
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を希望されている方も、かなりやっぱり対象

者も増えてきていると思います。 

そんな中で、１月の後半だったと思うんで

すけれども、国のほうでも、いわゆるその検

査試薬が足りないというのがあって、増産体

制をやって、この検査を進めていくと。当面

は、行政検査や医療機関のほうに優先的に検

査試薬は提供して、一般の方々っていうのに

対しては少し待ってもらうとか、そういった

ようなのが取られてきたかというふうに思う

んですけれども、こうやって予算化されてき

てて、その辺の試薬の現状は今どうなってい

るのかなというのがちょっと質問なんですけ

れども。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

抗原キットの今の流通状況についてお答え

いたします。 

国のほうでは、１日100万回、増産、輸入

をするということでしておりますけれども、

まだ県内の、本日、卸業組合のほうに確認い

たしましたところ、供給不足の解消にはまだ

一定の時間がかかると。各卸さんも在庫を抱

えてはいるんですけれども、日々在庫のほう

も減ってきている状況ということで報告を受

けております。 

以上です。 

 

○池田和貴委員 今後増産されたことに対応

するために補正予算していくというのは大事

だというふうに思うんですが、でも、現実

に、やはり今回の補正予算で、特に高齢者支

援課さんが補正予算されている分っていうの

は、これは、いわゆる足りないときの行政検

査とかそっちの、先に回してもらう分のほう

に入っているのか、それともどの辺の優先順

位なのか、その辺ちょっと教えてもらってい

いですか。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

これは、１月21日に専決予算でしたもので

すけれども、高齢者施設の従事者を対象にと

いうことでして、委託業者を決めまして、そ

の委託業者が抗原定性検査のキットを各施設

に――希望調査をまず県がしまして、その数

を委託業者に教えまして、そこに運ぶという

形にしております。 

週１回程度を４回を限度にということで今

予算化させていただいたところでございます

けれども、実際希望取ったら、４回分で８万

テスト分必要でした。それを、池田県議がお

っしゃっているように、ちょっと品薄状態で

ございましたんで、８万テスト分を一遍に送

るということはできませんでした。ただ、４

回ですので、２万、２万、２万、２万で４回

分に分けてすることになるんですけれども、

週１回ずつ２万回分ずつを今配送ができてお

りまして、今週はもう４回目のテストが終わ

るということで、希望どおり週１回できるよ

うな体制は取っているところでございます。 

以上でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。これは県で

コントロールすることが難しいとこだと思う

んですね。いわゆる民間の流通の関係での話

だというふうに思いますので、ただ、しっか

りとこれは準備していかないと、検査を受け

たくても受けられないことに対する、やはり

県民の不安とか、そういったのがさらに増幅

していくと、余計その足りない検査を皆さん

が取り合うような状況にならないように、そ

ういったことに配慮しながら、やっぱりやっ

ていかなければいけないというふうに思いま

すので――事情としては分かりました。あり

がとうございます。 

 

○内野幸喜委員 ちょっと関連して。私も池

田先生と同じような質問をさせていただこう
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と思ってたんですが、県の、ちょっと今日時

点見てないんですが、ホームページの中で、

例えば、県内何十か所かの薬局等で検査がで

きますよっていう告知をやっていたと思うん

ですよね。まず、その数字をちょっと教えて

いただければと思うんですが。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

今日時点で登録しておられる薬局とか医療

機関、民間検査機関が91か所、うち実際今日

時点で稼働されているところが85か所。 

 

○内野幸喜委員 今日時点で稼働してるとこ

ろが85か所と。今、池田先生の質問と、それ

から執行部からの答弁でもありましたけれど

も、高齢者施設とか医療機関というのが当然

これは優先されるっていうことだと思いま

す。 

ただ、ちょっと聞いたのが、85か所今稼働

してるってなってますけれども、実際そのホ

ームページを見ていったら、検査キットがな

いっていうとこがやっぱりあるっていうふう

にちょっと聞きました。やっぱりこれは、今

の説明を聞くと、当然、品薄っていうのもあ

りますし、医療機関であるとか高齢者施設っ

ていうところが優先っていうのも分かりま

す。 

ただ、ホームページに出している以上、そ

の辺のちょっと説明も付け加えたほうがいい

のかなっていう気がしましたので、そこの点

は今どうなっている――ちょっとすみませ

ん、今日見てないんで。 

 

○上野健康危機管理課長 委員御指摘のとお

り、キットが不足してきているということ

で、具体的には、県内の薬局の方につきまし

ては、この無料検査につきましては優先順位

では３番目、おっしゃった医療機関が最優先

で、その後、集中検査、そして無料検査とい

うことで、３番目の優先順位ということで、

なかなか薬局のほうでは入りにくいという状

況ということになっておりまして、ほとんど

今薬局さんでは予約制をされていらっしゃい

ますので、県のホームページでも、ここは予

約制ですよということは、しっかりリストの

中にも書き込んで、あらかじめ予約を取って

検査をしてくださいっていうことで周知をし

ているところでございます。 

 

○内野幸喜委員 分かりました。 

それと、もうちょっと関連するようなこと

で、あと、もう１つ、簡易検査じゃなくて、

ＰＣＲ検査、無料検査、県内５機関ぐらいで

すかね、今４機関か５機関がやっていると思

うんですが、これは、症状があって、医療機

関で受ける検査ではなくて、無症状の方対象

――無症状というか、全くそういうのがなく

て受けられる検査、ＰＣＲ検査センターが今

５か所ぐらいの機関があると思うんですが、

今県のほうから私たちのほうには毎日の感染

状況がメールで送られてきています。本当は

今第６波になって、もう感染者数も増えて、

県の方々も本当大変な状況の中にあるわけで

すが、ですから以前みたいに、どこで、どこ

っていうか、追跡調査っていうか、なかなか

そういったところまで詳しくは入ってないん

ですよね。 

ちょっとお聞きしたいのが、無料のＰＣＲ

検査センターで陽性となった場合は、そこで

陽性判定はできないわけですね、最終的には

医療機関が判断するってことになっていま

す。そこからの陽性者ってのはどれぐらいい

るのかっていうのをちょっとお聞かせいただ

ければなと思います。 

 

○上野健康危機管理課長 無料検査でＰＣＲ

をされまして、ほとんどが民間の検査機関で

すので、その場での確定診断はできないとい

うことですが、一部、医療機関がされている



第９回 熊本県議会 厚生常任委員会会議記録（令和４年２月22日) 

 - 16 -

ところもありまして、その場合は、いきなり

もう発生届が出るということもございます

が、ＰＣＲ検査が先週１週間で熊本県で

4,579検体、ＰＣＲだけで、無料検査だけで

4,579回検査をされてまして、陽性率が４％

となっております。 

したがいまして、今の行政検査で実施して

いるＰＣＲ検査につきましては、大体30％を

超えるぐらいの陽性率でございますので、そ

れに比べますと非常にもう低い陽性率という

ことで、もう明らかに不安があるから受けて

いただいている方ということになろうかと思

います。 

 

○内野幸喜委員 はい、分かりました。 

 

○藤川隆夫委員 ちょっと関連で。今の無料

ＰＣＲ検査センターの件なんですけれども、

現状は、蔓延防止対策が終わるまでっていう

ことでやられているというふうに考えており

ますけれども、これが終わった段階で、この

無料ＰＣＲ検査センターというのは、一応閉

めるっていうふうに考えていいんですかね。 

 

○上野健康危機管理課長 現時点では、蔓延

防止期間中ということでお願いをしていると

ころでございますが、まだ今の段階では、ま

ん延防止等重点措置がどうなるかもちょっと

はっきりしませんので、今の時点では、ちょ

っと何とも言えませんが、現時点では３月６

日までということになっております。 

 

○藤川隆夫委員 今ので分かりました。た

だ、今おっしゃるとおり、無料ＰＣＲ検査セ

ンターでの陽性率が４％、行政と医療関係で

30％ってことでありますんで、今の状況でや

っぱり心配な方が受けられるという状況は、

蔓延防止の間はあっていいのかなというふう

に思いますけれども、それが終わった後は、

医療機関なりなんなり、そういうふうなとこ

ろでチェックしていってもらうというような

仕組みにしていったほうがいいのかなという

ふうには思っておりますんで、併せてよろし

くお願いいたしたいと思います。 

 

○西聖一委員 ちょっと関連、またなります

けれども、14ページ、高齢者支援課の高齢者

施設等のクラスターの事業費が２億5,000万

減っていますけれども、これはＰＣＲ検査費

用というふうにお聞きしましたが、今までの

ずっと流れの話を聞いていると、所要見込み

より減って減額というんですけれども、検査

ができなかったから減ったのか、検査しなく

てもよかったから減ったのかっていうのと、

今高齢者施設のクラスター、まだ減ってない

中で、あと３月までの検査、検体分の予算っ

てのはちゃんと確保されているのかなという

のをちょっとお聞きしたいと思います。 

 

○篠田高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

今、西委員からの御指摘は、14ページの

(2)番でございまして、２億5,000万円減額予

算になっておりますけれども、これは第４波

のときの５月の専決予算で出したものでござ

いまして、そのときは、ＰＣＲ検査を週１回

程度、４回分するというものでございまし

て、５億8,000万円余の予算措置の中で、実

際３億円ぐらいで済んだものですから、もう

確定した額として減額予算として出させてい

ただいたものです。 

今回説明しましたのは、今予算が大丈夫か

という話ですけれども、76ページに、１月21

日の専決予算として、今度、抗原定性検査を

今やっております。これが１億8,400万です

けれども、こちらのほうでやっていきたいな

というふうに思っているところでございま

す。 

以上でございます。 
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○西聖一委員 抗原検査に切り替えたのは、

費用とか簡便性ですとか速さとか、そういう

のもあったんでしょうけれども、そのＰＣＲ

検査は、クラスターが出る、しなくちゃいけ

ないわけでしょう。だから、ＰＣＲ検査費用

は必要じゃないんですか。 

 

○篠田高齢者支援課長 ＰＣＲ検査は実際し

なくちゃいけないというのは、この１月21日

の76ページは抗原定性検査やらせていただい

ておりますけれども、そこで15分とか30分ぐ

らいで検査が分かりますけれども、そこで陽

性だった場合には、すぐＰＣＲ検査を受けて

いただくというふうな、行政検査をきちっと

受けていただくというふうなシステムにして

おりますので、そちらのほうは大丈夫かなと

いうふうに思っているところでございます。 

初め、14ページのほうは６月にやっていた

部分のやつでございますので、そちらは、今

高齢者施設等においては、ＰＣＲ検査から抗

原定性検査に変わっているというところでご

ざいます。 

 

○西聖一委員 すみません。４波までついた

予算ですけれども、それは年度内の予算って

ことで、第５波である、第６波、第７波であ

る、その流用じゃないですけれども、そうい

うふうに使えるのが普通じゃないんですか。 

 

○篠田高齢者支援課長 これはもう現時点で

の検査方法は、介護施設についてどれがいい

かということが一番私たちは考えたところで

ございまして、確かにＰＣＲ検査でいいんで

しょうけれども、行政検査は行政検査で県と

してやっておりますけれども、この６月のと

ころの検査は、県外の機関で検査をしていた

だくようなものでした。今度、ＰＣＲ検査

は、６月の時点でも２日か３日ぐらいかかっ

てから検査結果が分かるというものでした。

今時点でいきますと、もう４日とか５日後で

ないと検査が分からないということもありま

して、これだと、もうずっと留め置きの形で

仕事をされている方が多くなって、陽性者が

膨らんでしまうというのもありまして、15

分、30分で分かるような抗原定性検査のキッ

トに切り替えたというところではございま

す。 

 

○西聖一委員 はい、分かりました。 

 

○橋口海平委員長 いいですか。 

 

○池田和貴委員 今のに関連して、これは、

高齢者支援課には限らないんですけれども、

やはり検査をして、早くその感染者の方を隔

離するってことは非常に大事なことだと。そ

の検査キットが足りないという話が先ほどか

らずっと出ているんですが、ただやはり、新

型コロナウイルスが発症して、昨日で熊本県

も丸２年がたちました。このやっぱり２年の

間にいろいろ変化も起こってきているんです

よね。 

ＰＣＲ検査のやり方も、最初にやられてい

たような検査から、もう少し簡単に、例えば

大量に簡単に検査できるような方法ってのも

いろいろ報道とかされてきているというふう

に思うんですけれども、検査試薬のほうが足

りないという話の中で、某国立大学の研究所

の方のやつを見ると、ＰＣＲ検査の試薬が少

なくなってきているんだけれども、もう少し

簡便な方法も、もう少し一般的に検査できる

ような試薬を使うと、そういったものも解消

できるんじゃないかというような意見の書き

込み、実際見ました。それを作っていらっし

ゃるところも非常にちゃんとしたところとい

うか、もともとのＰＣＲの試薬としても最大

手のようなところがやられているんですけれ

ども、そういったものも、どこがやるかどう

かっていうのは、例えば、医療機関とか検査

機関の方が選択してやっていくことになると
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思うんですけれども、そういう情報を流しな

がら、もしそういうところが、新しいそうい

うものを導入してやりたいと思ったときに、

そこに対する、今までのＰＣＲ検査とかの補

助の費用のスキームで対応できるのかどう

か、そういう新しいやり方とか新しく出され

てきた器械を使ってＰＣＲ検査をやろうと、

例えば、施設ですとか病院が思ったときに、

それが補助対象になるかどうか、その辺はど

うですかね。 

 

○上野健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

医療機関が導入される検査機器につきまし

ては、令和２年度から引き続き補助対象にし

ておりまして、もう既にかなりの医療機関で

機器を導入していただいているところでござ

います。 

当初は、ＬＡＭＰ法であったり、ある特定

のメーカーの試薬しか使えない。その代わり

簡単で迅速に検査ができる。これも核酸増幅

法なんですが、そういった機器がかなり多く

導入されましたが、おっしゃるとおり、その

場合は、試薬が限られますので、こういった

全国的に試薬が不足しているときには、なか

なか試薬が入りにくいということもございま

すが、最近は、委員がおっしゃっているよう

な、普通のＰＣＲ装置を導入されている医療

機関もかなり今増えてきていらっしゃいまし

て、その中で、試薬に関しましては、ほかの

メーカーの試薬も使えるというようなことも

ございますので、行政検査で今やってます保

健環境科学研究所とかにつきましては、ＰＣ

Ｒ器械も４台ありますし、試薬につきまして

も何種類か使えるような形でありますので、

そういった形で、そういったＰＣＲ機器を導

入されている医療機関につきましては、機種

によっては、ほかのメーカーの試薬も使える

ということにはなっているかなというふうに

思っております。 

 

○池田和貴委員 よく分かりました。最終的

にでもやっていただくのは、民間の医療機関

とか検査をやられているのは民間の事業者の

方がどう選択されるかという話だというふう

に思いますが、ただやはり、この検査が足り

ないときに、よし、じゃあ自分たちも新しく

やってみようとかってなったときにそういう

補助の対象になるとか、やろうとしている人

たちの背中を押してあげるような、やっぱり

そういうことって必要だと思いますので、皆

さん方も医療機関とかそういったところとお

話をする機会が多いかというふうに思います

が、もう言わなくても医療機関のほうでその

辺は分かっているよとおっしゃるところもあ

るかもしれませんけれども、改めてそういっ

たところの情報提供もして、いわゆるその検

査体制の充実につなげていけるように要望し

たいと思います。よろしくお願いします。 

 

○内野幸喜委員 81ページ、子ども未来課、

保育所等が休園となった場合に代替保育を実

施する市町村に対する助成ということで、実

際もう休園となっている保育所等たくさんあ

ります。 

保育園っていうのは、基本的には、共働き

世帯っていうことですね。親が働いているっ

ていうことで保育所に預けるという形になっ

ています。 

今これはもう何人の方からも、これは企業

の方からも実は問合せがあったんですが、働

き方改革が叫ばれる中で、もう有休をどんど

ん取ってくれと、社員の方に。既にもう大分

有休を消化している方がいらっしゃって、休

園となったと、預けている保育園が。休みを

取って、最初は有休っていうことだったんだ

けれども、もう有休を既に相当数消化してた

もんですから欠勤扱いにせざるを得ないと。

会社としても欠勤扱いなんですね。後はじゃ

あどういう対応するかっていうと、国の休業
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手当とかそういったことで対応せざるを得な

いということなんです。 

そうしたときに、やっぱりどこか預けられ

るとこないのかと。これは園の方とも話した

んですが、例えば保育園なんか定員が決まっ

ています。ただ、こういう状況の中にあっ

て、１人、２人であれば、定員オーバーにな

ったとしても、うちでは受け入れてもいいよ

と。ただ、保護者の同意が必要だけどってい

う園の方もいらっしゃったんですよ。これ

は、自治体がそういう代替保育っていうこと

になっていますが、今その相談とかって結構

来ていると思うんで、その辺はどういう状況

ですかね。 

 

○坂本子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

まさに休園のときのどうしても、お話あり

ましたとおり、休めない、もうどうにかした

いという部分につきましては、当然、市町村

は保育の実施者でございますので、２号、３

号の認定の方については、その保育ニーズに

応える必要があるということで、これは、全

部休園、一部休園、園の状況によっていろい

ろあるんですけれども、多いのは、その休園

の中でも、どうにか感染対策あるいは人員を

やりくりして、どうしてもという方をその園

で預かっていただくという手法、それから委

員おっしゃるように、別の形でという部分あ

りますけれども、我々が市町村からやはり多

く話を聞く分では、その休園の中でも、やっ

ぱり安心できる園でどうにかならないかとい

う形でやりくりをされているというところが

正直多いかなと思っております。なかなかよ

その園にっていう部分については、難しいか

なというのが現状でございます。 

以上でございます。 

 

○内野幸喜委員 これは、これからも多分増

えてくると思うんですよね。さっき言った、

なかなかもう休めない状況になってきている

方もいらっしゃって、これは、例えば保育園

だけじゃなくても、小学校とか中学校とか、

市町村教育委員会の判断で休校だったりとか

学級閉鎖とかっていうケースも出てくるんで

すよね。まだ低学年だと、やっぱり保育園だ

けじゃなくて、親もやっぱり休まざるを得な

いとかってなって、休んだときのやっぱり補

償っていうのがなかなか担保されていない、

休業手当ってのはあるんですけれども、通常

のやっぱり小さい企業とかっていうのはなか

なかそこまでしっかりとできない、ケアがで

きないところがやっぱり実際あるんですよ

ね。 

この辺、これからちょっともう少し柔軟な

対応が必要になってくるんじゃないかなと思

いますので、今いろんな市町村からの話って

ありましたけれども、もう少し市町村とも、

今どういう状況、どういう問題が起きている

のかとか、保護者のニーズっていうのはどう

いうとこにあるのかということを連携取りな

がらちょっと情報を取っておいてほしいなと

思います。そこはもう要望で。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございませんか。 

 

○池田和貴委員 もう１件、これは、一番最

後のページ、84ページなんですけれども、控

訴事件に係る訴えの提起の概要のところで、

事件の概要見ますと、入居者は第１回目期日

に出頭せず、答弁書等を提出しなかったた

め、敗訴確定という記載があっとですよね。

ということは、これは、県と入居者が訴えら

れて、入居者の人は、出頭しなくて答弁書も

提出しなかったから敗訴ってことは、いわゆ

る何もせんやったけん負けたっていう話なの

かな、これは。これはどういうことなんです

かね。 

 

○椎場健康福祉政策課長 健康福祉政策課で
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ございます。 

委員おっしゃるとおり、入居者の方は、基

本的に何もせず、事実上敗訴が確定したとい

うことでございます。 

今回の件につきましては、通常であれば、

いわゆる貸主の方から、県が借主となって、

入居者の方と３者の契約をみなし契約という

形でやります。 

今回のケースにつきましては、それ以前

に、入居者の方と貸主の方との売買予約契約

がございまして、退去する際に、その売買予

約契約に基づいて入居者が実際に占有をされ

ていたというような、住み続けられていたと

いう実態がございまして、県のほうとして

は、そこの賃料相当を払う義務はないという

ようなことで今争っているという状況でござ

います。 

 

○池田和貴委員 はい、分かりました。 

 

○橋口海平委員長 ほかにありませんか。 

なければ、以上で前半のグループの質疑を

終了します。 

それでは、説明員の入替えを行いますの

で、ここで約５分間休憩いたします。 

  午前11時17分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時22分開議 

○橋口海平委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

後半グループの健康福祉部４課及び病院局

について、付託議案の審査を行います。 

まずは、健康福祉部から説明をお願いしま

す。 

なお、説明は、効率よく進めるために、着

座のまま簡潔に行ってください。 

また、本日の委員会はインターネットで中

継しておりますので、発言内容が聞き取りや

すいように、マイクに向かって明瞭に発言い

ただきますようお願いいたします。 

それでは、議案第１号から説明をお願いし

ます。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

説明資料の50ページをお願いします。 

２月補正予算について、主な事業について

説明いたします。 

公衆衛生総務費では、11億6,127万円の増

額をお願いしております。 

説明欄２、保健医療推進対策費、(3)医療

施設等施設・設備整備費は、国庫補助金の内

示減となります。 

これは、事業計画変更による減額のほか、

設備整備分については、全国各県の事業計画

額が国の予算をオーバーし、国からの内示額

が計画額の約65％にとどまったことによるも

のです。 

51ページお願いします。 

説明欄(9)医療施設消防用設備整備費は、

スプリンクラー整備に対する助成ですが、所

要見込額の減となります。 

これは、主に当初９施設への助成を予定し

ておりましたが、うち５施設が次年度に整備

したいとの理由で事業を見送り、実績が４施

設にとどまったことによるものです。 

次に、(11)病床機能分化・連携推進事業

は、主に地域医療構想に基づく複数の医療機

関による施設設備整備に対する助成ですが、

所要見込額の減となります。 

これは、待ち受け予算で確保しておりまし

たが、実績として、天草市の４つの公立病

院、牛深、栖本、新和、河浦の再編に伴う設

備整備にとどまったことによるものです。 

なお、この事業は繰越しを予定しています

ので、後ほど御説明いたします。 

52ページをお願いします。 

(14)医療施設浸水対策事業は、浸水想定区

域内に所在する医療機関における非常用電源

設備等の移設整備や止水板の設置に対する助
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成ですが、所要見込額の減となります。 

これは、待ち受け予算として、４つの災害

拠点病院からの申請を見込んでおりました

が、実績としては、１つの病院からの申請、

内容も少額となる止水板設置にとどまったこ

とによるものです。 

次に、４、国庫支出金返納金は、令和２年

度分の額の確定に伴うものとして、今回21億

1,942万円余を計上しております。そのうち

20億7,828万円余は、空床補償など新型コロ

ナ感染症緊急包括支援金の精算に係るものに

なります。 

次に、５、地域医療介護総合確保基金積立

金は、内示増となります。 

これは、主にこのページの(13)病床機能再

編支援事業の財源が、医療法等の一部改正に

伴い、国庫補助金から当該基金へ財源更正さ

れたことや、資料15ページの(3)高齢者支援

課提案の介護施設等の家族面会室の整備支援

事業の財源として活用されることに伴い、追

加の予算をお願いするものです。 

53ページをお願いします。 

予防費では、115億619万円余の増額をお願

いしております。 

説明欄１、感染症予防費、(4)新型コロナ

ウイルス感染症患者等入院病床確保事業は、

いわゆる空床補償ですが、所要見込額の増と

なります。 

これは、昨年の９月補正でも想定した505

床よりさらに252床を確保できたため増額い

たしましたが、その後、第６波に備え、さら

なる病床確保を進めた結果、70床ほど確保で

きたことに伴い、追加の予算をお願いするも

のです。 

54ページをお願いします。 

上から３段目の医務費では、102万円余の

減額をお願いしております。 

説明欄１、へき地医療対策費、(1)へき地

医療施設運営費補助は、僻地診療所の運営経

費の赤字分の一部を助成するものですが、所

要見込額の増となります。 

これは、事務費に係る国補助基準額が増額

されたことに伴い、追加の予算をお願いする

ものです。 

次に、最下段の保健師等指導管理費では、

7,990万円余の減額をお願いしております。 

説明欄１、看護行政費については、55ペー

ジをお願いします。 

説明欄(2)の看護師等養成所運営費補助事

業は、養成所の運営経費の赤字分の一部を助

成するものですが、所要見込額の減となりま

す。対象の養成所は11ありますが、このう

ち、１つの養成所は収支が黒字と見込まれる

ことから、当該養成所への助成が不要となっ

たことによるものです。 

説明欄(3)の医療従事者勤務環境改善推進

事業は、主に病院内保育所の運営経費の赤字

分の一部を助成するものですが、所要見込額

の減となります。この事業では、保育児童や

保育士の数に基づき補助区分を定めておりま

すが、一部の院内保育所において、それらの

実績の数が計画を下回り、補助区分のランク

が下がったことによるものです。 

56ページをお願いします。 

最下段の課計、医療政策課合計では、今

回、125億8,657万円余の増額補正をお願いし

ております。 

57ページをお願いします。 

繰越明許費の補正です。 

備考欄、病床機能分化・連携推進事業につ

いては、先ほど51ページで説明しましたが、

天草市の４つの公立病院が取り組む設備整備

の助成となります。４つの病院のうち、３つ

の病院、栖本、新和、河浦で、設備改修に必

要な資材、給湯器等の調達がコロナの影響に

より遅れており、年度内に事業完了しないこ

とから、事業費9,000万円の繰越しをお願い

するものです。事業完了は、本年７月頃予定

というふうに聞いております。 

58ページをお願いします。 
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債務負担行為設定額の変更です。 

医師修学資金貸付けについては、知事が指

定する地域の医療機関で一定期間就業するこ

とを条件に返還を免除する修学資金を熊本大

学の医学部生に卒業までの通常６年間貸与す

るために債務負担行為を設定しております。

令和３年度当初予算では、補正前の欄のとお

り、令和３年度入学者５人に対する貸付分と

して設定しておりました。 

今回、貸付中の医学部６年生11人のうち、

２人が留年となってしまいましたので、補正

後の欄のとおり、令和４年度の限度額の増

額、１人当たり280万余でございますが、設

定をお願いするものです。 

なお、貸付金の返還免除のための地域での

就業期間は、貸付期間の1.5倍を課しており

ます。貸付期間が延びれば、地域への就業期

間も延びる制度となっております。 

医療政策課は以上です。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

 

○池永国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課でございます。 

資料の59ページをお願いいたします。 

２月補正予算について、主な事業について

御説明いたします。 

国民健康保険指導費について、7,769万円

余の減額を計上しております。 

減額の主な理由は、説明欄の２、国民健康

保険制度安定化対策費の国民健康保険保険基

盤安定負担金ですが、低所得世帯等の保険料

軽減の対象となる被保険者数が当初見込みを

下回ったためでございます。 

次に、公衆衛生総務費について、１億

1,586万円余の減額を計上しております。 

減額の主な理由は、説明欄１、後期高齢者

医療対策費の(1)後期高齢者医療給付費負担

金ですが、後期高齢者の被保険者が想定以上

に減少したことによって医療給付費が当初見

込みより減少したためでございます。 

また、(3)後期高齢者医療保険基盤安定負

担金ですが、低所得者の保険料軽減の対象と

なる被保険者数が当初見込みを下回ったため

でございます。 

ページをめくっていただいて、60ページを

お願いいたします。 

国民健康保険事業特別会計繰出金は、国民

健康保険法に基づく法定負担金として国保特

別会計に繰り出すものですが、医療費に係る

保険給付費等の所要見込額の増により１億

5,206万円余の増額を計上しております。 

以上、一般会計で4,149万円余の減額をお

願いしております。 

国保・高齢者医療課は以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

説明資料の61ページをお願いいたします。

主な項目について御説明いたします。 

公衆衛生総務費で８億1,634万円余の減額

をお願いしております。 

まず、右の欄の説明欄２の衛生諸費でござ

います。 

(2)の軽症者等療養支援体制整備事業は、

新型コロナウイルス感染症の軽症者等の宿泊

療養施設における生活支援や健康管理等に要

する経費でございますが、運営費見込み減に

伴いまして13億5,760万円余の減額をお願い

しているものでございます。 

次に、説明欄３の健康づくり推進費でござ

います。 

(1)の歯科保健推進事業は、歯の健康づく

りの推進や市町村が行う子供のフッ化物洗口

に要する経費ですが、市町村の所要見込額の

減によるもので、1,209万円の減額をお願い

しております。 

(2)の市町村健康増進事業及び(3)のがん診

療施設整備事業につきましては、いずれも事

業費実績を踏まえた減額でございます。 
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(4)の健康増進計画推進事業及び、次の62

ページをお願いいたします。 

がん患者妊よう性温存治療費助成事業につ

きましては、財源に国庫支出金を充当するた

めの財源更正でございます。 

次に、説明資料４の栄養指導対策費、５の

原爆被爆者健康診断費及び６の原爆被爆者特

別措置費につきましては、いずれも事業実績

を踏まえた所要額見込みの減に伴う減額でご

ざいます。 

７の国庫支出金返納金につきましては、令

和２年度国庫補助金の交付確定に伴います精

算返納金でございます。 

続きまして、63ページをお願いいたしま

す。 

上段の予防費につきましては、187万円余

の減額をお願いしております。 

これは、ハンセン病事業費におきます所要

額の見込み減と、国庫委託金を充当すること

によりまして、一般財源からの財源更正でご

ざいます。 

次に、下段の国民健康保険事業特別会計の

繰出金につきましては、市町村が実施します

事業の負担金で、市町村の所要見込額の減に

伴うものでございます。 

以上、健康づくり推進課では、一般会計で

８億5,881万円余の減額をお願いしておりま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

説明資料の64ページをお願いいたします。

主な事業について御説明いたします。 

上段の公衆衛生総務費において、３億

8,233万円余の減額をお願いしております。 

右側の説明欄を御覧ください。 

１、衛生諸費の軽症者等の宿泊療養事業

は、新型コロナウイルス感染症の軽症者等が

療養するための宿泊施設の借り上げに要する

経費ですが、執行額が見込みを下回ったこと

に伴う減額でございます。 

２の臓器移植院内コーディネーター連携構

築事業は、臓器移植院内コーディネーターの

養成に要する経費ですが、事業実施に係る国

の内示が８月末であったことから事業開始が

９月になり、執行額が見込みを下回ったこと

に伴う減額でございます。 

次ページをお願いいたします。 

薬務費の説明欄２の薬務行政費において、

2,409万円余の減額をお願いしております。 

(2)医薬品検査及び一斉取締費は、立入調

査や監視指導等に要する経費ですが、国から

の委託事業の中止に伴う減額でございます。 

(3)在宅訪問薬局支援体制強化事業は、在

宅医療の推進に向けた熊本県薬剤師会による

在宅訪問支援センターの運営費等に対する助

成ですが、センター事業費が見込みを下回っ

たことに伴う減額でございます。 

(4)医療物資供給支援事業は、医療機関等

に対するマスクや消毒液等の医療物資供給及

び備蓄に要する経費ですが、執行額が見込み

を下回ったことに伴う減額でございます。 

次に、説明欄３の国庫支出金返納金におい

て、9,363万円余をお願いしております。 

これは、令和２年度新型コロナウイルス感

染症緊急包括支援交付金、医療分の事業費の

額の確定に伴う返納金でございます。 

薬務衛生課の２月補正予算といたしまし

て、３億1,567万円余の減額をお願いしてお

ります。 

薬務衛生課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 次に、議案第12号の説明

をお願いします。 

 

○池永国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課でございます。 

資料の66ページをお願いいたします。 
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国民健康保険事業特別会計の令和３年度２

月補正予算について、主な事業について御説

明させていただきます。 

国民健康保険運営費につきまして、88億

4,834万円余の増額を計上しております。 

説明欄１の(1)国民健康保険保険給付費等

交付金ですが、医療費に係る保険給付費等が

当初見込みを上回ったことによる増額でござ

います。 

同じく１の(2)国民健康保険保険給付費等

交付金の経済対策分ですが、国の経済対策に

対応し、新型コロナウイルス感染症により収

入が減少した被保険者への保険料の減免に伴

う市町村への交付金を新たに計上しておりま

す。 

また、３の国民健康保険財政安定化基金積

立金ですが、運用利息額の確定及び国保財政

安定化のための基金への積立てによる増額で

ございます。 

67ページをお願いいたします。 

説明欄５、国民健康保険事業運営費の国庫

支出金返納金は、令和２年度の国庫負担金等

の実績額の確定に伴い、国への精算返納金で

ございます。財源は、令和２年度からの繰越

金等となります。 

ページをめくっていただいて、68ページを

お願いいたします。 

債務負担行為の設定についてでございま

す。 

情報処理関連業務として国民健康保険総合

システムの回線使用料等について、３月中に

契約を行う必要があるため、債務負担行為の

設定をお願いしております。 

国保・高齢者医療課は以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

69ページをお願いいたします。 

国民健康保険事業特別会計でございます。 

説明欄１の健康づくり推進費の国保ヘルス

アップ事業は、糖尿病等に関する経費や特定

健診未受診者へのための研修、さらに医療費

分析等に要する経費で、所要見込額の減に伴

いまして、475万円余の減額をお願いしてい

るものでございます。 

健康づくり推進課は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 次に、議案第79号の説明

をお願いします。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課です。 

82ページをお願いします。 

２月補正の別冊となります。 

公衆衛生総務費では、２億6,408万円余の

増額をお願いしております。 

説明欄の１、地域医療介護総合確保基金積

立金については、資料79ページ、高齢者支援

課提案の介護サービス事業所等におけるサー

ビス継続支援事業の財源として当該基金を活

用することに伴い、追加の予算をお願いする

ものです。 

医療政策課は以上です。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

 

○橋口海平委員長 続いて、病院局の審査に

移ります。 

病院事業管理者から総括説明をお願いしま

す。 

 

○渡辺病院事業管理者 病院局でございま

す。 

今回提出しております議案第17号、令和３

年度熊本県病院事業会計補正予算第２号の概

要につきまして御説明いたします。 

まず、収益的収支では、収入につきまし

て、新型コロナウイルス感染症患者の入院病

床確保に係る補助金の増等により２億700万

円余の増額を、また、支出につきましては、
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給与費の増により3,800万円余の増額をそれ

ぞれお願いしております。 

また、資本的収支では、感染防止対策に係

る一般会計負担金の増額と企業債償還金の増

額をそれぞれお願いしております。 

これらにより、病院局の補正後の支出予算

総額は、収益的収支と資本的収支を合わせま

して25億1,800万円余となります。 

また、このほか、債務負担行為の追加もお

願いしております。 

以上が今回の議案の概要でございます。詳

細につきましては、総務経営課長が御説明い

たしますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

 

○橋口海平委員長 引き続き担当課から議案

第17号の説明をお願いします。 

 

○杉本総務経営課長 病院局総務経営課でご

ざいます。 

説明資料の70ページをお願いします。 

病院事業会計は、収益的収支と資本的収支

に区分されておりますが、まず、表の左側の

収益的収支について御説明いたします。 

収入につきましては、新型コロナウイルス

感染症患者の入院病床確保に係る補助金が増

えたため、２億739万円余の増額を、支出に

つきましては、3,846万円余の増額をお願い

するものであります。 

これらにより、補正後の収入が19億3,054

万円余、支出が17億6,091万円となり、損益

は１億6,963万円余のプラスとなる見込みに

あります。 

次に、資本的収支を表の右側に掲載してお

りますが、収入につきましては、一般会計負

担金92万円余の増を、支出につきましては、

199万円の増額をお願いするものでありま

す。収支差引きがマイナス１億1,123万円余

となっておりますが、これについては、過年

度分損益勘定留保資金で補塡することとして

おります。 

次の71ページをお願いいたします。 

まず、上段の収益的支出について御説明し

ます。 

右側の説明欄を御覧ください。 

医業費用で3,846万円余の増額をお願いし

ておりますが、これは、主に退職給付引当金

の増額に伴うものであります。 

次に、下段の資本的支出については、前年

度末に借り入れた企業債の一部を当初想定し

ていた５年償還から３年償還に変更したこと

により、本年度の企業債償還額が増額したた

め、増額補正をお願いするものであります。 

おめくりいただき、次の72ページをお願い

いたします。 

債務負担行為の設定をお願いしておりま

す。 

こころの医療センターの業務のうち、令和

４年４月１日から業務を行う必要がある庁舎

等管理及び情報処理関連業務につきまして債

務負担行為の設定をお願いするものでありま

す。 

病院局からは以上であります。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

○橋口海平委員長 以上で後半グループの説

明が終わりましたので、付託議案について質

疑を受けたいと思います。 

質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いします。 

また、質疑を受けた課は、課名を言って着

座のままで説明をしてください。 

なお、本日は先議の委員会でもありますの

で、付託議案を中心に、できるだけ簡潔に質

疑応答いただきますようよろしくお願いしま

す。 

それでは、質疑はございませんか。 

 

○池田和貴委員 まずは、病院事業管理者の

説明の部分と、それとちょっと病院局のほう
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でお伺いをしたいと思ってます。 

まず、新型コロナウイルス感染症患者の入

院病床確保に係る補助金の増によって２億

700万円の増額というふうなお話がございま

した。精神的な障害をお持ちの方がコロナウ

イルスに感染されると、なかなかやっぱり一

般の病院では診ることが難しいところも多い

と思いますので、そういった場合にはこうい

う専門的な病院に搬送されることになるんだ

と思うんですが、こうやって増額をされてい

るということで、やっぱり預けられた方もい

らっしゃるかと思うんですが、ほかのところ

でも、やっぱり病床の逼迫とか、そういった

話も聞くんですが、そういう障害をお持ちの

方の、いわゆるかかられた方の病床が逼迫す

るとか、そういった方の預け先がなかなか見

つからないとか、そういったことがないのか

どうかってことをちょっと、皆さん方が知っ

ている限りでいいんですけれども、そういう

のはなかったのかっていうことをまず聞きた

い。 

もう一点が、病院局の収支、非常に厳しい

というふうに私ちょっと認識をしているんで

すが、今回の資本的収支の中で１億1,123万

4,000円の分というのは、これは、70ページ

の注意の２のところの下に過年度分損益勘定

留保資金で補塡するって書いてあるんですけ

れども、これは、すみません、ちょっと言葉

が難しいんですけれども、要は、前に利益上

げた分をためてたんで、それでこの分は補塡

するという、そんなイメージでいいんですか

ね。すみません、ちょっとそこは確認です。 

 

○杉本総務経営課長 総務経営課でございま

す。 

最後の質問からお答えしたいと思います。 

資本的収支でマイナスになっておりますと

ころを補塡する過年度分損益勘定留保資金な

んですけれども、収益のプラスでなくて、毎

年度、減価償却費で１億6,000万ほど毎年支

出のほうで、費用で落としております。それ

が返ってきて、こちらのほうに当たっている

ことになります。減価償却費は資本償却費、

いわゆる現金の支出は伴わないけれども、会

計上支出ということで費用として落としてい

る分でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

精神障害者の方の入院調整のお尋ねでござ

いましたので、入院調整全般を主管していま

す医療政策のほうから状況をお伝えします。 

今の精神患者の受入れ病院としましては、

こころの医療センターを含めて、一応３病院

ございます。公的病院と民間病院でございま

して、一応、精神患者の方がそういった症状

があると、入院が必要だという場合には、調

整しながら入院していただいているというこ

とでございます。 

ただ、今回、精神病院でもクラスターが発

生しています。その場合におきましては、症

状が軽ければ、自院のほうで対応していただ

くということで、院内感染のほう、管理もし

っかりしていただいてやっていただくと。中

等症以上になりましたらば、転院という手続

も行っておりますが、現時点ではそういった

逼迫という状況ではございません。 

以上でございます。 

 

○池田和貴委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

 

○橋口海平委員長 ほかにございませんか。 

 

○池永幸生委員 62ページの被爆者の措置費

が減額になっておりますけれども、これはも

う被爆に遭われた方たちが少なくなったとい

う解釈でよろしいですか。 
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○岡健康づくり推進課長 そのとおりでござ

います。実際、被爆者の途中でお亡くなりに

なられる方もいらっしゃったりとかしており

まして、想定数が少なくなったということで

ございます。 

 

○池永幸生委員 今現在で大体対象者は何人

ぐらい、県内に。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

令和３年３月時点の手帳保有者は、789名

でございます。 

 

○橋口海平委員長 ほかに質疑はございませ

んか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 なければ、以上で後半グ

ループの質疑を終了します。 

それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第12号、第17号、第

18号、第36号及び第79号について、一括して

採決したいと思いますが、御異議ありません

か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

議案第１号外５件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外５件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

最後に、その他に入りますが、本定例会に

おいては３月に後議分の委員会もありますの

で、本日は急を要する案件についてのみ質疑

をお願いいたします。 

何かございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○橋口海平委員長 なければ、以上で本日の

議題は全て終了いたしました。 

最後に、要望書等が１件提出されておりま

すので、参考としてお手元に写しを配付して

おります。 

それでは、これをもちまして第９回厚生常

任委員会を閉会いたします。 

  午前11時52分閉会 
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